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                                         平成23年11月17日 

各  位 

                              上場会社名 株式会社ダイサン 

                              代表者名 代表取締役社長    三浦基和 

                              （コード番号 ４７５０ 大証第２部） 

                              問合せ先 専務取締役管理本部長 金山修二 

                              （TEL：０６－６２４３－６３４１） 

 

業績予想の修正及び剰余金の配当（中間配当）に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 23 年６月３日に公表した平成 24 年４月期（平成 23 年４月 21 日～平成 24 年４

月 20 日）の業績予想を下記の通り修正いたしましたので、お知らせいたします。 また、本日開催の取締役会に

おいて、平成 23 年 10 月 20 日を基準日とする剰余金の配当（中間配当）を行うことを決議しましたので、併せて

お知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正について 

 

平成 24 年４月期第２四半期(累計)業績予想値の修正（平成 23 年４月 21 日～平成 23 年 10 月 20 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 
四半期 

純利益 

１株当たり 

四半期純利益

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

3,500

百万円

70

百万円

60

百万円 

50 

円 銭

6.61

今回修正予想（Ｂ） 4,184 333 341 264 34.93

増減額（Ｂ－Ａ） 684 263 281 214 

増減率（％） 19.5 375.9 469.0 428.6 

〔ご参考〕前期第２四半期実績 

（平成 23 年４月期第２四半期） 
3,332 62 65 26 3.45

 

平成 24 年４月期通期業績予想値の修正（平成 23 年４月 21 日～平成 24 年４月 20 日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円

7,150

百万円

250

百万円

230

百万円 

200 

円 銭

26.43

今回修正予想（Ｂ） 7,850 520 500 400 52.87

増減額（Ｂ－Ａ） 700 270 270 200 

増減率（％） 9.8 108.0 117.4 100.0 

〔ご参考〕前期実績 

（平成 23 年４月期） 
6,805 232 232 243 32.21

 

修正の理由 

  平成 24 年４月期第２四半期累計期間において、売上高・営業利益・経常利益・当期純利益ともに予想を上回

る見込みです。施工サービス事業では合理化・効率化による収益構造の改善努力や、製商品販売事業では東日

本大震災の復旧・復興需要の影響もあって売上高が前年同期比 102.8％増と大きく伸張したことなどによるも

のです。 
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２．剰余金の配当（中間配当）の内容 

 

 決定額 
直近の配当予想 

(平成 23 年６月３日発表)

前期実績 

（平成 23 年４月期） 

基準日 平成 23 年 10 月 20 日 平成 23 年 10 月 20 日 平成 22 年 10 月 20 日 

１株当たり配当金 5 円 0 円 0 円 

配当金総額 37,829 千円 0 円 0 円 

効力発生日 平成 24 年１月 20 日 － － 

配当原資 利益剰余金 － － 

 

理由 

  当社は、業績が景気変動の影響を大きく受ける中で、株主の皆様への利益還元と業績を拡大していくための

内部留保とのバランスを考慮し、適切な配当を行う事を基本方針としております。 

このような方針の中で、足元の業績動向等を総合的に勘案し、当第２四半期末で１株につき５円の配当を実

施させていただくことにいたしました。なお、期末配当予想につきましては、変更はございません。 

 

※ 配当予想 

 １株当たり配当金 

基準日 第２四半期末（中間） 期末 年間 

前回予想 

(平成 23 年６月３日発表)
0 円 5 円  5 円 

今回予想  5 円 10 円 

当期実績      5 円   

前期実績 

（平成 23 年 4 月期） 
0 円 5 円  5 円 

 

 

（注）上記の業績予想及び配当予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づいて作成したもので

あり、実際の業績は今後の様々な要因によって予測数値と異なる可能性があります。 

 

 

                                               以 上 


